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Abstract
　The apparatus gymnastics, which has been taken up from the 4th grade in 
elementary schools in the revised new cumulative guidance, came to be adopted in 
the 3rd grade in elementary schools, and this has become a great change in the 
gymnastics region formation program.
　A serious report has widely been released starting to the effect that children 
nowadays are exceedingly poor in their physical strength or gymnastic ability in 
contrast to the fact that they are excellent in their physical constitution. At the 
present stage where lowering of children’s gymnastic ability should be hindered and 
enhancement of adjustment skills is urgently required, the revision in question can 
be regarded as a project adequate enough to elevate fundamental bodily power 
elements indispensable as nervous training starting from the low age step where 
growing and development are vigorously being promoted, and greatly contributes to 
heightening especially of adjustment skills, i.e. exquisiteness, agility, equilibrium, and 
flexibility, Thus it can be judged that reconsideration was anew made with 
characteristics of the apparatus gymnastics.
　Keeping such a situation in mind, the authors of this paper wish to give thorough 
investigation to deployment of apparatus gymnastics and condition of acquisition of 
techniques, and aim at introducing a method to explain into which direction the 
lessons of apparatus gymnastics furthermore replenished with fruitfulness should be 
steered.
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（4） マット 10 技、鉄棒７技、跳び箱６技の選択
については、学習指導要領に例示されている
表３　技の習得時期〈マット運動〉
図１　マット運動における前方倒立回転とびの習得時期 図２　マット運動における頭はねおきの習得時期
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図６　マット運動における伸膝後転の習得時期図５　マット運動における頭倒立の習得時期
図３　マット運動における側方倒立回転の習得時期 図４　マット運動における倒立（静止・1m歩行）の習得時期
図７　マット運動における後転の習得時期 図８　マット運動におけるとび前転の習得時期
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ト運動の特徴となる技であるが、高校３年までに
どちらも70％弱が習得している。
「前方倒立回転とび」は、中学校において習得
を目指す技で、マット運動の代表的な技である。
最も高い運動能力が必要となる、はねおき系の技
で、必修の中学１年生での習得率が11％と他の学
年よりは高い率を示している。しかしながら大学
１年生の器械運動での習得率が 25％を示し、高
校３年生までの習得率も、53％に止まっている。
また、同じはねおき系技の「頭はねおき」は高
校３年までに 44％の習得率を示し、前方倒立回
転よりも低い値を示している。
Ｂ．鉄棒運動
マット運動における技の習得時期において、回
る運動の最も初歩的な動きとなる「前転」と「後
転」は、小学３年以下においてほぼ 70％の習得
が見られ、すでに「基本の運動」の領域において
習得されている。
「とび前転」 および「側方倒立回転」 の技は、
高学年においての習得を目指す技であるが、小学
３年以下においてほぼ 30％の習得が示され、空
中に一度跳び、マットに手をつくと同時にコント
ロールして前転をする動作と、瞬間的に倒立を経
過させて回転する動作を、すでに低学年において
学習させている傾向がみられた。
「頭倒立」と「倒立」は日常生活では経験でき
ない、逆位姿勢の感覚を身につけるための、マッ
図９　マット運動における開脚前転の習得時期 図10　マット運動における前転の習得時期
表４　技の習得時期〈鉄棒運動〉
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図11　鉄棒運動におけるけ上がりの習得時期
図13　鉄棒運動における膝かけ振り上がりの習得時期
図15　鉄棒運動における後方支持回転の習得時期
図12　鉄棒運動におけるもも(膝)かけ上がりの習得時期
図14　鉄棒運動における棒下振り出し下りの習得時期
図16　鉄棒運動における前方支持回転の習得時期
久木・斉藤・堀江・小林68
鉄棒の技の習得状況については、一見して未習
得率が高いことが分かる。さらに、習得者の習得
時の学年については、大学における習得率が 30
～ 41％を示しており、中学校において習得を目
指す技の「け上がり」は、高校時を加えても僅か
に9％にすぎない。
しかしながら、鉄棒の特徴である懸垂系で、初
歩の段階の代表的な技となる「逆上がり」だけは、
小学校３年以前における習得率が 58％を示し、
すでに「基本の運動」の領域において習得されて
いる。
Ｃ．跳び箱運動
図17　鉄棒運動における逆上がりの習得時期
図18　跳び箱運動における前方倒立回転跳びの習得時期 図19　跳び箱運動における頭はね跳びの習得時期
表５　技の習得時期〈跳び箱運動〉
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ほぼマスターされている。
２．技の習得場所と習得時の状況
跳び箱運動の技の習得時期において、跳び越し
の代表的な技である「開脚跳び」は小学校３年以
下の学年において 51％の習得が見られ、すでに
「基本の運動」 の
段階において学習
されている。また、
小学６年生までに
84％が習得してお
り、跳び箱運動に
必要な、踏切・着
手・切り返し技術
は、小学の段階で
表６　技の習得場所と状況
図20　跳び箱運動における台上前転の習得時期
図22　跳び箱運動における開脚跳びの習得時期
図21　跳び箱運動における閉脚（かかえ込み）跳びの習得時期
図23　跳び箱運動における腕立て跳び上がり下りの習得時期
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マット運動では、各技ともに習得率の順位は、
体育学科、武道学科、こどもスポーツ教育学科の
順となる。 ただし「後転」「とび前転」 は体育、
こどもスポーツ教育、 武道の順で、「開脚前転」
「前転」は僅かな差であるがこどもスポーツ教育、
体育、武道の順となった。
鉄棒運動では、各技ともに習得率の順位は、体
育学科、武道学科、こどもスポーツ教育学科の順
となる、ただし「逆上がり」のみ体育、こどもス
ポーツ教育、武道の順であった。
平均台運動では、各技ともに体育学科、武道学
科、こどもスポーツ教育の順となるが、「開脚跳
び」のみ体育、こどもスポーツ教育、武道の順と
なった。
技を習得した時の場所については、学校での習
得が当然大多数を示している中で、スポーツクラ
ブ等の外部で、マット運動では自宅のフロアで、
鉄棒運動では公園の施設で習得する等のケースが
ある。
習得した時の状況については、授業中が大多数
を占めるが、鉄棒運動では休み時間に練習して、
マット運動では個人で練習して習得した等のケー
スがみられた。
３．学科別技の習得状況
体育学科、武道学科、こどもスポーツ教育学科
の、「高校までの習得状況」と「大学での習得状
況」を検討したものである。
図24　学科別の技習得状況〈マット〉
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図25　学科別の技習得状況〈鉄棒〉
図26　学科別の技習得状況〈跳び箱〉
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Ａ．マット運動
必修としてのマット運動は、70 ～ 80％のライ
ンで、積極的に授業が行われている。特に小学４
年の中国・四国ブロックにおいて100％の値が出
た。
４．器械運動授業の地域別実施状況
指導要領において器械運動は、中学１年までは
必修、中学２年から高校３年までは選択授業での
実施が例示されているが、その現状を全国８ブロ
ックに分けて調査した。
図27　器械運動の地域別実施状況〈マット　小４～中１〉（必修）
図28　器械運動の地域別実施状況〈マット　中２～高３〉（選択）
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下降し、高校３年では 20％ラインでの実施とな
っている。
Ｂ．鉄棒運動
必修の鉄棒運動は、小学４年で 60％ラインの
しかしながら中学１年では 50％～ 70％ライン
に下がり、特に中国・四国ブロックでは 43％の
実施となっている。
選択制となる中学２年では 60％ラインでの実
施が認められるが、中学３年からは 10％単位で
図29　器械運動の地域別実施状況〈鉄棒　小４～中１〉（必修）
図30　器械運動の地域別実施状況〈鉄棒　中２～高３〉（選択）
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なり、今回の調査範囲における東海ブロックの高
校では無実施の結果があった。
Ｃ．跳び箱運動
必修の跳び箱運動は、70 ～ 80％ラインの実施
実施にとどまり、小学５年で 50％、小学６年で
40％ラインに下降し、中学１年では 20％以下の
実施となり、実施率の低さが顕著である。
選択制となる中２年からは 15％ラインの実施
であり、その後高３年まで 10％ラインの実施と
図31　器械運動の地域別実施状況〈跳び箱　小４～中１〉（必修）
図32　器械運動の地域別実施状況〈跳び箱　中２～高３〉（選択）
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Ｄ．平均台運動
平均台は、小学校低学年で器械器具を使っての
運動として例示され、中学校・高等学校において
も系統別に列挙された例示技が示されているが、
が見られる。中学１年で50％ラインに下がるが、
積極的な実施の傾向を見ることができる。
選択制となる中学２年では、まだ 50％ライン
の実施が認められるが、中学３年で30％に下がり、
その後は20％以下の実施に止まる。
図33　器械運動の地域別実施状況〈平均台　小４～中１〉（必修）
図34　器械運動の地域別実施状況〈平均台　中２～高３〉（選択）
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跳び箱運動では、「開脚跳び」がすでに小学３
年以前において学習され、習得されている。そし
て、 小学４年までに 84％の高い習得率であり、
跳び箱運動に必要な踏切・着手・切り返しの技術
は、小学の段階でほぼマスターされており、有効
な展開が行われているといえる。
技の習得場所と習得の状況については、当然な
がら学校の授業中が高い値を示しているが、それ
以外に、場所については外部のスポーツクラブ等
で、マットは自宅で、鉄棒は公園で。また、鉄棒
は休み時間に、マットは個人練習で等の習得状況
があり、授業時間内ではマスターできなかった技
も、その後の少しの努力によって習得する傾向が
みられた。
器械運動授業の地域別実施状況については、必
修で展開されている学年において、80％を示す実
施率のマット運動・跳び箱運動は、積極的実施傾
向がみとめられ好ましい。しかしながら、鉄棒運
動は必修でも 60％から 20％まで下降し、同じく
平均台運動も 10％ラインでの実施率であり消極
的な傾向にあることから、日常の生活では使われ
ていない、 懸垂系とバランス系の運動能力の維
持・育成のためには、その実施率を高めて行くこ
とが必要である。
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小学４年の20％ラインが最も高い実施率である。
小学５年～中学１年までの必修でも 10％ライン
の実施率で、選択となる中学２年～高校３年では、
無実施のブロックが多く示されている。
Ⅴ．ま　と　め
器械運動「マット運動・鉄棒運動・跳び箱運動・
平均台運動」の技の習得状況・展開状況の現状を
調査し、今後の授業展開の指針を導き出すことを
ねらいとし検討した。
マット運動では、「前転」「後転」は、すでに小
学３年以下の器械・器具を使っての運動において
習得している現状があり、改訂の小学３年からの
「一般的な運動種目の器械運動」としての扱いは
適切なものである。「頭はねおき」は「前方倒立
回転とび」よりも少ない運動エネルギーで習得で
きる技といえるが、頭はねおきの習得率が低かっ
た。これは、いったん身体を屈曲してからはねお
きを行うという技の構造上、二つの動作を回転中
に融合させて運動を行う感覚のキャッチが遅れて
いるものと思われる。
鉄棒運動では、一見して未習得者が多い。しか
し、大学においては高い習得率を示しており、特
に、高い身体動作を体得した証ともなる鉄棒の代
表的な技「け上がり」の高校３年までの習得率は
僅かに９％に過ぎない。中学校の習得目標に例示
される技であり、短懸垂の振動を活用する動作の
中で、振れ戻りに合わせて同時に、腰を伸ばし、
肩角を閉じて行く要領、学習方法の研究により習
得率のアップを図りたいものである。しかしなが
ら、「逆上がり」は「基本運動」の領域であるとこ
ろの小学３年以前に、すでに習得が進んでおり、鉄
棒運動の導入は効率的に行われているといえる。
